
（課 題） （確認方法） 

●●● 

【災害】 
 

地域の孤立化の防止 

減災対策への取り組み 

緊急物資の円滑な輸送の確保 

災害時の道路ネットワークの多重化 

各種交通モードとの連携 

●●● 

当該事業としての評価手法（暫定案） 

必要性の確認をした項目について、当該事業の実施による効果、改善度を確認する 

【住民生活】 
 

救急医療施設への速達性の向上 

【地域経済・地域社会】 
 

地域の復興支援 

太平洋側と日本海側、沿岸部と 

  内陸部を結ぶネットワークの強化 

地域間連携の強化 

●●● 

 

・○○市～○○市間の実勢速度は約○○km/hから約○○km/hへ改善し、 
 地域間の連携を強化 
 
・○○工業団地との連絡時間を短縮し、新規の企業立地の促進が 

 期待される 

  ※大幅な改善が見られる場合◎、改善が見られる場合○、影響がない場合は－ 

・道路線形が改善するため、安定した車内応急手当の実施が可能 

・○○市～○○市間における津波浸水想定区域（約○○km）を回 
 避し、津波襲来時における地域間の孤立を解消し、発災後、即時  
 に緊急輸送物資の輸送が可能。また△△市～△△市間の迂回路 
 としても活用 
 
・○○市や○○町等において、災害時にも○○港、○○空港への 
 連絡時間が通常時とほぼ変わらずに確保（約○○時間） 
 
・○○市○○地区において津波襲来時に当該道路への避難路を付 
 設することにより一時避難場所として利用可能。また、盛土構造に  
 より約○○haへの津波浸水を防ぐ効果が期待される 

 

・○○市の約○千人が利用する第３次医療施設への救急搬送時間が 
 ○○分から○○分へ改善 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

○ 

◎ 
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（評価※） 
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